
     達成感、半端ない！ 北アルプスの奥深さを堪能 ―読売新道― 

  

  ◇山行日   H３０年８月１６日（木）～１９日（日） 
  ◇参加者  L:甲田栄作 SL:廣谷明子 和田えみ子 山口光子 加藤紀久代（記） 
   ◇日程    8/16 新宿 7:00=松本 9:50=新穂高 11:40/12:02-わさび平 13:18/13:25-秩父沢

14:30-シシウドヶ原 15:45‐鏡平小屋 16:36 
8/17 鏡平小屋 5:45‐弓折分岐 6:38/6:45-双六小屋 7:50/8:00-三俣蓮華岳

10:10/10:22-三俣山荘 11:02/11:20-鷲羽岳 12:50/13:05 ワモリ北分岐
13:53/14:00 水晶小屋 14:45 

8/18 水晶小屋 5:30‐水晶岳 6:08/6:12-温泉沢ノ頭 7:02/7:07-最低鞍部-赤牛岳
9:08/9:30-6/8 標識 10:36/10:42 奥黒部ヒュッテ 14:20 

8/19 奥黒部ヒュッテ 03:30-平ノ渡し 6:10-黒四ロッジ 10:20/10:27-黒四ダム
11:00/11:35- 扇 沢 11:50/12:30- 大 町 温 泉 -12:45/14:15 信 濃 大 町
14:35/15:05-新宿 18:36 

 
   ８月１９日午前１１時、虹のかかる放水中の黒部ダムの真上に立った。 

長かった。一日一日、力をだしきった。観光客で賑わう黒部ダムの上で、私たち５人の顔こそ 
誰よりも最高に輝いていたと思う。 
８月１６日、新穂高を出発するとき、雨はぐんぐん力強さを増した。重苦しい灰色の空、霧に 

煙る峰々、不安ばかりが募った。わさび平に着いた頃は、もうかなり濡れて体が冷たかった。軽快
にテンポよく進む甲田リーダーの足元だけを見て付いていった。途中３ヶ所の沢では、小屋の方？
が見守ってくれ、助言をくださった。シシウドヶ原では、さすが名のとおりシシウドが白く高く群
生していた。もう、靴の中も何もすっかり濡れて、ひたすら鏡平を目指した。午後４時３０分、や
っと鏡平小屋に到着した。小屋に着いてからは、寝るまで、乾燥室通いが忙しかった。 
 ８月１７日、小屋の窓から、夜明け前の薄暗さの中で槍の姿が見える。快晴！ 
鏡平の池に槍や穂高の峰々が映った。今日は稜線歩きで縦走登山の醍醐味が味わえる日。先は

長いがみんな元気に出発した。槍・穂高の稜線をずっと眺めながらの縦走路は苦しくても、気持ち
がいい。双六小屋で休憩後、双六岳のピークは踏まずに中道を通り、ついに１つ目の頂上「三俣蓮
華岳」到着した。自分は数年前、ここの頂上をふまずに巻いていたので、登頂は心から嬉しかっ
た。和田さんは何と１週間前にも来ていた！という。お姉様の意欲、体力、実力に脱帽！ 鷲羽の
登りはやはりきつかったが、三俣山荘の赤い屋根がぐんぐん小さくなっていくのに力を得て、登
りの苦しさに慣れてきた頃、絶景の鷲羽岳頂上に立った。北アルプスの雄大さ、美しさを十分味わ
う。その後、予定どおりに新しくなった水晶小屋に着いた。 
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８月１８日、日の出前の外気はとても寒い。紫色の空の中に富士山の頭も見える。今日も天気
は心配なし。まずは水晶岳を目指して強風の中、霜柱を踏んで進む。今日が今回の縦走のメインで
ある「読売新道」の通過である。２日間でかなり体力は消耗しているがリーダーはもちろん、皆元
気に水晶岳の頂上に立ち、これから行く赤牛岳や黒々とそびえる剣岳の大きな姿を眺めた。そし
て、さらに３時間、赤牛岳に着いたときには長い登りはもうこれで終わりとうれしかった。赤牛岳
は、リーダー以外のメンバーは初登頂である。 
しかし、これからは下りと喜んだのもつかの間、「読売新道」は甘くは 

なかった。岩場あり、ガレ場あり、急勾配の下りあり、小さなアップダウ 
ンを繰り返す。だが、全体を８分割し８分の１ごとに表示があるのがいい。 
分子の数が１つずつ小さくなっていくのを力に換えて、懸命に下った。沢 
の音も徐々に近づいてきて、５時間かけた読売新道が終わった。奥黒部ヒュ 
ッテは水が豊富で、お風呂もあり、３日分の汗を流すことができた。 

  ８月１９日 ついに最終日。３時起床、３時半出発。真っ暗な中、ヘッドライトをつけて歩き出
す。見上げると星がそれは見事に輝いている。平ノ渡しまでの２時間が、特に沢沿いで梯子や橋が
小刻みに続き危険を伴う場所である。気を引き締めて進む。ただ、暗さがかえって幸いしたのか 

 下が見えない為、恐怖感が少し和らいだ。とにかく３点支持を守り、慎重に１つ１つの梯
子や橋を夢中で通過した。１時間程すると次第に夜も明け初め、沢の様子や周りの山々が
はっきりしてきた。長い梯子の登り降りをいくつやったのだろうか。６時に船着場に着い
た。そして、６：２０の渡し舟に無事乗船した。対岸に渡ってからも黒部湖沿いの登り降
りは続いた。梯子も橋もまだまだ終わらなかった。コバルトブルーの黒部湖を見ながら、
４時間歩いた末、待望の黒部ダムに到着した。ダムの上で握手を交わした。多くの観光客
の前でも大声で叫びたいほど、やり終えた喜びが大きかった。 

  甲田リーダー様・廣谷サブリーダー様・えみ子お姉様・光子お姉様、４日間ほんとうに
お世話になりました。感謝の気持ちでいっぱいです！ ありがとうございました！！ 
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